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確かに、文部科学省の『平成 30 年度学校基本調査速報』によると、2018 年 3 月に大学を
卒業した 56 万 5 千人のうち、就職者総数は 43 万 6 千人、就職率（卒業者に占める就職者の
割合）は 77.1％と、八年連続で増え続けている。しかも、うち「正規の職員等でない者」





























る。後藤は、図表 2 のように、年収 200 万円未
満、250 万円未満という低所得の女性は 25～



































































POSSE が行った「2007 年度若者の雇用状況調査」では、街頭で 25～35 歳の働く人々



































































その一環として学費も上昇を続け、1970 年代には年 36000 円だった国立大学の授業料






































































































８）米国の経営学者エズラ・ボーゲルが 1979 年に出版した本のタイトル。ボーゲル自身は、1970 年代ま
での新自由主義が浸透していない日本社会の強さを強調することで、米国民に警告することを目指
したが、それが、新自由主義が本格化した 1980 年代以降の日本への礼賛と誤解され、日本社会のバ
ブル経済への過信の一因となった。
９）大内裕和『奨学金が日本を滅ぼす』朝日新書、2017 年
10）2009 年、「首都圏青年ユニオン」河添誠からの聞き取りによる。
11）2009 年の筆者の聞き取りによる。
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